
厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

 89 

クリグラー・ナジャール症候群に関する研究 

 
研究分担者 丸尾良浩 滋賀医科⼤学⼩児科学講座教授 

 
 
 
 
 
 

Ａ．研究目的 
遺伝性非抱合型高ビリルビン血症にはジルベ

ール症候群とクリグラー・ナジャール症候群が

ある。軽症型のジルベール症候群は6−８％の疾

患頻度に比べ、クリグラー・ナジャール症候群

は100万人に1人以下と稀なため日本における

実態が不明である。本研究では日本人における

クリグラー・ナジャール症候群の症例を見出し、

臨床像を明らかにし、さらに診療ガイドライン

を作成する。 
 
Ｂ．研究方法 
日本国内発症のクリクラー・ナジャール症候群

の臨床像を検討するため、遺伝性非抱合型高ビ

リルビン血症の遺伝子診断を行う。 

アンケートによる全国調査を行い、日本におけ

る患者および診療状況を把握する。 
 
（倫理面への配慮） 
匿名化検体の二次利用を用い、滋賀医科大学倫

理委員会の承認を受けている。 
 

Ｃ．研究結果 
今回の研究期間で診断を行なった症例結成ビ

リルビン値からはいずれもジルベール症候群

でありクリクラー・ナジャール症候群は含まれ

なかった。アンケート調査については準備中で

ある。 
 

Ｄ．考察 
極めて疾患頻度の低い疾患であるため、 
短い期間では見出せず、継続的な検索が 

必要であり、また全国調査による症例の 

把握が必要であると考えられた。 

 
Ｅ．結論 
疾患頻度が稀であり、今回の研究期間に 

はクリクラー・ナジャール症候群症例は 
見出せなかった。臨床像を解明して行く 

ためには更なる症例の解析が必要である。 

 
Ｆ．健康危険情報 
なし 
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研究要旨：遺伝性⾮抱合型⾼ビリルビン⾎症のなかでクリクラー・ナジ
ャール症候群は頻度が低く、診療ガイドラインを作るにも情報がない。
そこで遺伝性⾮抱合型⾼ビリルビン⾎症の診断を通して⽇本⼈におけ
るクリクラー・ナジャール症候群の臨床像を明らかにし、診療ガイドラ
インを作成する 
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なし 
 


